
Ⅰ 市勢の概要  
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本市は、木曽三川の沖積土によってできた肥沃な

濃尾平野の北部に位置し、旧石器時代の遺物が発見

されていることから、既に 1万 5 千年前に原住民が

おり居住していたことが明らかになっています。  

 さらに、農耕や家畜を飼育していたとされる縄

文・弥生時代の土器や文化的遺物が市内各地から相

当多く発掘され、また大和前期の古墳が残っている

事実から推察すると、2,000年以上前の早くから開拓

がなされ、かなり多くの住民が生活していたと考え

られます。 

鎌倉時代には、二階堂山城守行政が幕府から派遣

されて稲葉山城を築きました。室町時代に入り美濃

源氏の末流土岐頼遠がこの地を治め、土岐氏は一時

期美濃・尾張・伊勢三国の守護職を兼ねるなど、そ

の勢力は細川・斯波・畠山の三管領を凌駕したとも

いわれています。しかし、戦国時代に入って斎藤道

三によって滅ぼされ、道三は稲葉山城を改築して美

濃一国の大守として君臨しました。後年、織田氏と

抗争を続けることとなり、道三の孫龍興の代に信長

によって稲葉山城を攻め落とされ、斎藤氏は滅びま

した。信長は、稲葉山城に入城し、天下統一の本拠

地とするに至り、当時「井の口」と呼ばれていた地

名を中国の周時代の故事にちなんで「岐阜」と改め

て天下に広めました。信長は道三の志を継承して岐

阜のまちづくりに努め、今日の都市計画的手法を用

い、秩序ある城下町の形成を図るとともに、初めて

「楽市楽座」制を設けるなど産業の育成に尽くし、

経済の振興に意を注ぎました。 

 慶長 5 年、関ヶ原の合戦で徳川の軍勢に敗れ、織

田秀信の岐阜城は陥落し廃城となり、改めて加納に

城が築かれ、岐阜は幕府の直轄地となりました。以

後、地味ではありましたが商工の町として 300 年間

諸役が免ぜられ、保護を受けながら順調な発展を続

けました。 

 

明治 4 年の廃藩置県に際しては、笠松県に属し同

年更に岐阜県に改められ、同 6 年本市に県庁が設置

されるに及び、伝統の商業都市に併せ県政の中心と

なって急速な伸展をみることとなりました。 

更に、明治 21年 1月には、東海道線の開通により

岐阜駅が開設され、市街地も次第に南へと広がり、

同時に駅周辺地区の発展拡大がみられました。同 22

年7月1日市制を施行しましたが、このとき面積10k

㎡、人口 25,750 人でありました。以後、明治 24 年

10 月の濃尾震災、昭和 20 年 7 月の戦災と二度の大

きな災厄にもかかわらず、近隣の町村を合併し、平

成 8 年には中核市として全国有数の都市となり、商

業業務としてあるいは観光都市として中部地方にお

ける政治、経済、学術、文化等の主要都市となりま

した。さらに、平成 18年 1月に柳津町との合併によ

り面積 203.60k ㎡の新たな「岐阜市」が誕生しまし

た。

１ 岐阜市の沿革 
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本市は岐阜県の県都であり、県の南西部に位置し

ています。我が国のほぼ中央部に位置しており、名

古屋とは約 30 ㎞、東京とは約 250㎞、大阪とは約

140 ㎞の距離にあります。関、羽島、各務原、山県、

瑞穂、本巣、大垣の７市及び羽島、本巣の 2郡に隣

接し、伊勢湾内陸部の拠点都市として東海道沿線の

主要都市であるばかりでなく、北陸を結ぶ JR高山本

線の起点でもあります。 

また、濃尾平野の北端に位置しており、木曽三川

（木曽川、長良川、揖斐川）による扇状地形により

形成されています。市域の中心部を東西に流れる長

良川は天井川であり、平地部での地下水位は高くな

っています。 

海抜高度は、可住地の北部においては約 70ｍ、南

部低地において 5.5ｍを示し、勾配は北から南へ

1/500～1/1,500、東から西へ 1/1,000～1/1,500です。 

北部には標高 300ｍに及ぶ山々が遠く福井、滋賀

県に連なります。また、中央部には標高 329ｍの金

華山がそびえ、長良川の清流が東西を貫流するなど、

山紫水明の美に恵まれています。 

気候は東海型で、冬季は降水量が少なく、北西な

いし西寄りの風が強く吹きます。春秋は温暖であり、

夏季は南寄りの風が強く、著しく高温多湿になりま

す。 

位 置 図 

北緯35°25’24” 

面積：２０３.６０ｋ㎡ 

東経136°45’39” 

 
長良川 

市役所 

金華山 

 

平湯IC 

中ノ湯IC 

油坂 

高山IC 

岐阜三輪IC 

大野神戸IC 

北陸新幹線 

２ 位置・地勢と気候 
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合併年月日 合　併　地　域
合併
面積

合併後
の面積

合併年月日 合　併　地　域
合併
面積

合併後
の面積

岐阜米屋町、桜町、万力町、白木町、常磐町 稲葉郡加納町 2.25

笹土居町、扇町、松屋町、愛宕町、末広町 稲葉郡則武村 2.00

大和町、中竹屋町、上竹屋町、釜石町、布屋町 稲葉郡南長森村 4.04

本町、加和屋町、魚屋町、上新町、久屋町 稲葉郡北長森村 7.14

中新町、蜂屋町、靱屋町、大工町、甚衛町 稲葉郡木田村 2.54

珠城町、間之町、加茂町 稲葉郡常磐村 8.20

相生町、榊町、矢島町、栄町、木造町 昭24.7.1 山県郡岩野田村 9.61 80.34

堀江町、若松町、上ヶ門町、七曲町、車之町 稲葉郡黒野村 7.71

鍛治屋町、下新町、下大桑町、中大桑町、上大 稲葉郡方県村 14.81

久和町、西材木町、東材木町、北今町、上今町 稲葉郡茜部村 5.74

中今町、下今町、達目洞、伊奈波神社境内 稲葉郡鶉村 3.49

小熊村 稲葉郡市橋村 4.75

今泉村 本巣郡七郷村 3.67

富茂登村 本巣郡西郷村 4.57

稲束村 昭25.12.10 稲葉郡岩村 4.43 129.51

上加納村の内 稲葉郡鏡島村 3.75

字町邸、字金園、字西屋敷、字高巌 稲葉郡厚見村 3.39

字柳ヶ瀬 稲葉郡日置江村 3.74

字神室の内金神社裏作道以東 稲葉郡芥見村 15.30

字長住の内鉄道線路以北 昭34.4.1 本巣郡合渡村 5.01 160.70

明36.4.1 稲葉郡上加納村 0.05 10.05 昭36.4.1 山県郡三輪村 22.33 183.03

稲葉郡本荘村 2.47 昭38.4.1 本巣郡網代村 12.08 195.11

稲葉郡日野村 6.22 昭44.2.1 本巣郡本巣町大字外山地区の一部 1.09 196.20

昭7.7.1 稲葉郡長良村 12.10 30.84 平10.10.1 武芸川町との境界確定 ▲ 1.08 195.12

昭9.12.5 稲葉郡島村 7.01 37.85 平18.1.1 羽島郡柳津町 7.77 202.89

稲葉郡三里村 3.52 平26.10.1 国土地理院の再計測による増加 0.71 203.60

稲葉郡鷲山村 3.19
昭10.6.15 44.56

昭33.4.1

昭6.4.1 18.74

昭25.8.20

明22.7.1
市制施行

10.00

(単位；面積k㎡）市　　域　　の　　推　　移

155.69

48.81

70.73

125.08

昭15.2.11

昭15.7.1

昭30.2.11 136.65

３ 市域および人口 

市域の変遷 

平成18年編入 
羽島郡柳津町 

旧市部 

昭和6年～10年編入 
 稲葉郡本荘、日野、長良、島、 
 三里、鷺山村 

昭和15年編入 
 稲葉郡加納町、則武、常磐、南 
 長森、北長森、木田村 

昭和24年～25年編入 
 山県郡岩野田村、本巣郡西郷、 
 七郷村、稲葉郡黒野、方県、茜 
 部、鶉、市橋、岩村 

昭和30年～44年編入 
 稲葉郡鏡島、厚見、芥見、日置 
 江村、山県郡三輪村、本巣郡合 
 渡、網代村、本巣郡本巣町大字 
 外山地区の一部 

柳津 日置江 

旧 市 部 

南長森 

北長森 

厚見 三里 

市橋 

鶉 

鏡島 

合渡 

島 

七郷 

西郷 黒野 

方県 

網代 

常磐 

岩野田 

鷺山 

則武 
木田 

長良 

三輪 

芥見 

日野 
岩 

本荘 

加納 

茜部 
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人/ha 

 

※人口集中地区（DID）・・人口密度が 4,000人/km²以上で人口が 5,000人以上となる地区 

 

 【DID面積とDID人口密度の推移】資料：国勢調査 

【人口集中地区(DID)の拡大状況】資料：国勢調査 

2020（R2）人口集中地区 

1970（S45）人口集中地区 


